
わが国のGSS-P102Lの臨床疫学的研究

解 説

1. 1999〜2017年までのサーベイランスでGSS-P102が117人登録

2. このうち90人（77%）が九州在住または九州出身であった

3. 九州内部では、北部九州と南部九州に2大集積地が確認された

4. 北部九州と南部九州で、臨床的に有意な差はみられなかった

研究分担者： 国際医療福祉大学 医学部 脳神経内科学 村井 弘之

平成30年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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